
ズ
，
虜
∵
シ
謳
ダ
ー
ー
　
ル
研
究
覚
書

－
　
　
大
　
革
　
命
　
前
　
後

藤
　
　
、
．
原
　
　
，
　
裕

　
「
革
命
の
世
紀
は
近
づ
い
た
。
そ
の
時
に
な
つ
て
、
我
が
身
が
ど
う
な
る
か
　
　
　
た
。
ラ
ン
ス
で
羅
紗
商
人
で
あ
つ
た
ア
ム
ブ
ロ
ウ
ー
ズ
の
子
か
ら
貴
族
と
平
民

誰
が
啓
え
得
よ
う
か
。
」
一
七
六
二
年
、
ル
ソ
ー
は
「
エ
、
く
ー
ル
」
に
書
き
記
　
　
　
の
二
つ
の
家
柄
が
発
、
し
た
。
即
ち
長
子
ピ
エ
ー
ル
は
貴
族
に
な
り
、
次
子
ジ
払

し
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
実
、
十
八
世
紀
の
哲
学
者
ら
が
革
命
を
予
測
し
た
か
ど
．
　
セ
フ
が
グ
ル
ノ
～
ブ
ル
の
詠
獣
灘
院
の
代
訴
人
に
な
つ
た
。
ピ
エ
ー
ル
は
一
七
　
　
　
，

う
か
は
知
り
難
い
。
革
命
以
後
に
人
々
が
彼
ら
の
著
作
の
中
に
神
託
を
見
出
し
　
　
九
九
年
に
死
ん
だ
。
ジ
ョ
セ
ツ
こ
そ
ア
ン
リ
の
祖
父
に
当
る
人
で
あ
つ
た
。
ア
　
2
2

て
、
彼
ら
の
銅
像
を
パ
リ
の
方
々
に
建
て
た
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
に
も
関
ら
ず
、
　
ン
リ
の
母
は
も
と
ア
ン
リ
エ
ヅ
ト
・
ガ
ニ
ヨ
ン
と
い
い
、
コ
ン
タ
の
出
身
で
あ

哲
学
の
世
紀
が
押
ル
っ
ま
つ
て
来
る
に
従
い
、
大
革
命
の
気
運
は
パ
リ
の
み
な
　
　
　
つ
た
。
ガ
ニ
ヨ
ン
家
は
十
六
世
紀
に
モ
ン
ト
ウ
ー
で
百
姓
で
あ
つ
た
ど
い
う
。
　
　
－

ら
ず
全
フ
ラ
ン
ス
に
拡
大
し
て
い
つ
た
。
偉
大
な
啓
蒙
者
達
は
革
命
を
見
な
い
　
　
し
か
し
そ
の
イ
タ
リ
ー
人
の
血
統
は
未
だ
証
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
か
ら
土

で
悉
く
死
奏
。
」
七
夫
年
に
は
ヴ
ォ
ル
テ
ん
と
ル
Y
と
は
相
次
い
で
，
着
の
地
を
あ
と
に
し
て
街
に
出
で
て
紡
績
工
場
を
経
単
る
者
が
現
わ
れ
、
そ
，

亡
く
な
つ
た
。
彼
ら
の
死
後
五
年
、
デ
イ
ド
ロ
の
死
ぬ
前
年
に
ア
ル
プ
ス
を
見
　
　
　
の
子
ア
ン
ト
ワ
ヌ
と
い
う
の
ば
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
で
外
科
医
と
な
つ
た
。
ア
ン
リ
・

は
る
か
す
市
グ
漉
ノ
ー
ブ
ル
は
、
第
三
階
級
か
ら
偉
大
な
「
エ
ゴ
チ
ス
ト
』
を
゜
　
ベ
ー
ル
の
母
方
の
祖
父
ア
ン
リ
・
ガ
ニ
ヨ
ン
は
ア
ン
ト
ワ
ヌ
の
子
で
二
十
四
才

生
ん
だ
。
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
開
業
医
と
な
つ
た
。

・
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
、
今
日
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
通
り
と
呼
ん
で
い
，
　
　
　
父
ベ
ー
ル
は
い
つ
も
難
し
い
不
機
嫌
な
顔
を
し
て
息
子
に
は
か
つ
て
愛
さ
れ

る
街
は
当
時
ヴ
イ
ユ
・
ジ
．
ジ
コ
ィ
ッ
ト
通
り
と
い
つ
て
い
た
。
ア
ン
リ
・
べ
　
　
ぬ
父
で
劾
つ
た
。
息
子
は
充
さ
れ
な
い
愛
情
を
全
て
母
に
注
ぎ
、
後
に
母
が
最

ー
ル
が
生
れ
た
こ
の
街
で
、
そ
の
父
シ
ェ
リ
コ
バ
ン
は
弁
護
士
を
し
て
起
な
、
　
　
初
の
愛
人
で
あ
る
と
ま
で
い
つ
た
、
母
プ
ン
リ
エ
ツ
ト
は
少
年
ベ
ー
ル
が
七
才

暮
し
も
豊
か
で
あ
つ
た
、
べ
ー
ル
家
は
十
七
世
紀
の
初
め
に
、
オ
ー
ト
ラ
ン
ス
　
　
に
毛
な
ら
ぬ
と
き
死
ん
だ
。
母
が
い
た
部
屋
に
入
つ
て
、
黒
い
布
の
か
け
ら
れ

で
ア
ム
プ
ロ
ワ
ー
ズ
・
バ
ー
ル
と
い
う
商
人
の
名
を
見
萬
す
の
に
始
ま
つ
て
い
　
　
　
た
棺
を
見
た
と
き
、
少
年
は
激
し
く
絶
望
し
距
が
、
こ
の
と
き
始
め
て
こ
れ
が
、



．
死
と
い
う
も
の
だ
と
知
つ
た
。
叔
母
の
セ
ラ
フ
イ
は
こ
の
態
度
を
非
情
だ
と
い
　
’
，
・
を
強
要
さ
れ
た
。
彼
は
よ
く
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
南
方
二
里
の
、
父
の
領
地
フ
，
エ
ロ

つ
て
責
め
た
。
セ
ラ
フ
イ
は
母
の
妹
で
少
年
に
と
つ
て
億
厭
な
怖
ろ
し
い
存
在
　
　
　
二
訴
ー
ル
に
滞
在
し
た
軌
、
祖
父
の
領
地
フ
オ
ン
タ
ニ
ル
の
近
く
の
サ
ン
・
ゲ

で
あ
つ
た
。
死
ん
だ
母
は
少
年
ベ
ー
ル
に
二
人
の
妹
を
残
し
て
い
つ
た
が
、
上
　
　
　
”
・
ン
サ
ン
サ
ン
に
も
幾
度
と
な
く
遠
足
を
し
た
。
彼
の
家
に
は
こ
う
し
て
小
作

の
ポ
擁
リ
イ
ヌ
は
や
さ
し
い
性
質
で
、
兄
と
の
手
紙
が
多
く
遺
つ
て
い
る
け
れ
　
　
地
が
い
く
つ
か
残
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
フ
ユ
ロ
ニ
エ
ー
ル
の
地
所
は
一
七
一

ど
も
、
下
の
妹
ゼ
ナ
イ
ド
は
よ
く
彼
の
こ
と
を
父
や
セ
ラ
フ
ィ
叔
母
に
告
げ
口
　
　
二
年
に
ベ
イ
ル
家
の
も
の
と
な
つ
た
が
、
父
ベ
ー
ル
σ
死
後
、
一
八
二
〇
年
に

・
し
て
、
少
年
ベ
ー
ル
に
4
囲
イ
と
罵
ら
れ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
売
却
さ
れ
た
。
リ
コ
ン
街
道
筋
に
あ
る
フ
ォ
ン
タ
ニ
ル
と
い
う
村
落
に
近
く
、

　
ア
ン
リ
・
ベ
ー
ル
の
母
へ
の
追
憶
は
故
人
の
書
斉
か
ら
彼
女
の
愛
し
て
い
た
　
　
　
祖
父
ガ
ニ
ョ
ン
は
別
邸
を
持
つ
て
い
た
。
一
七
八
八
年
の
秋
、
こ
の
邸
は
業
火

ダ
ン
テ
を
見
出
す
に
つ
け
て
強
く
甦
つ
た
。
母
は
六
度
目
の
妊
娠
が
も
と
で
倒
　
　
　
に
か
か
つ
て
焼
失
し
た
。
　
・
　
　
　
　
．
　
・

れ
だ
の
で
あ
つ
た
。
　
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祖
父
ガ
ニ
ヨ
ン
は
十
九
才
の
時
、
一
七
四
七
年
七
月
に
あ
つ
た
、
オ
ー
ス
ト
　
　
ー

　
ア
ン
リ
の
母
方
の
ガ
ニ
ヨ
ン
家
の
人
々
は
、
彼
を
教
育
す
る
と
い
う
大
き
な
　
　
・
り
1
継
承
戦
役
の
さ
な
か
の
ラ
シ
ェ
ツ
ト
の
戦
い
に
つ
い
て
少
年
ベ
ト
ル
に
物
，

役
割
を
つ
と
め
た
。
叔
母
セ
ラ
フ
図
が
彼
に
厭
な
想
い
掛
し
か
残
さ
な
か
つ
た
　
　
，
語
る
の
で
あ
つ
た
ρ
祖
父
の
父
は
し
つ
か
り
ル
た
人
で
、
彼
を
軍
医
と
し
て
戦

と
し
て
も
、
祖
父
ガ
ニ
ヨ
ン
の
妹
エ
リ
ザ
ベ
ー
ド
大
叔
母
は
常
に
彼
に
乏
つ
て
　
　
場
に
送
り
、
気
骨
を
養
う
よ
う
に
し
た
の
だ
。
　
　
蟹
　
　
　
　
　
　
　
　
・

は
最
も
徳
高
壱
人
で
あ
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
、
　
　
　
　
　
5
、
　
　
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔
　
　
　
　
　
　
　
，
　
．
　
　
　
賂

　
併
し
了
ン
」
の
感
謝
は
専
ら
祖
父
ア
ン
リ
．
ガ
ニ
ヨ
ン
に
向
け
ら
れ
る
。
こ
　
　
　
，
一
ゼ
九
一
年
、
ー
ア
ン
リ
は
叔
父
ロ
マ
ン
％
ガ
ニ
ヨ
ン
分
家
で
数
週
間
を
楽
し
・
」

の
祖
父
は
敏
慶
で
寛
大
な
心
を
持
ち
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
崇
拝
者
で
あ
り
、
屡
々
　
　
く
す
ご
す
っ
ロ
マ
ン
は
前
の
年
に
結
婚
し
・
エ
シ
ェ
ル
の
小
川
の
ほ
と
か
に
定

オ
ラ
ー
ス
を
引
用
し
た
り
し
た
。
彼
の
知
的
な
態
度
が
寡
黙
で
注
意
深
い
ア
ン
　
　
住
し
て
い
た
。
時
の
流
れ
の
中
に
、
固
苦
し
帆
家
で
生
長
し
た
少
帯
は
自
由
に

り
に
影
響
を
与
え
ぬ
筈
は
な
か
つ
た
。
祖
父
の
家
は
ぶ
ど
う
の
樹
が
蔭
を
な
す
　
　
飢
え
て
い
た
。
自
分
の
と
と
を
家
族
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
思
つ
て
孤
独
に

露
台
κ
面
し
て
い
た
。
幼
い
ア
ン
リ
は
そ
こ
で
毎
日
の
よ
う
に
忘
れ
得
ぬ
数
時
．
　
苦
し
ん
だ
。
後
年
彼
は
父
及
び
最
初
の
師
ら
に
対
し
抱
い
た
嫌
悪
を
・
生
れ
故

間
を
過
し
た
。
サ
ス
ナ
よ
ン
ユ
の
山
頂
、
ヴ
ォ
レ
ッ
プ
の
山
肌
が
暮
色
に
没
し
、
　
郷
に
投
げ
つ
け
ね
ば
な
ら
な
が
つ
た
・
　
．
，
、

サ
ン
・
タ
ン
ド
レ
寺
院
の
鐘
が
日
没
遊
告
げ
る
と
き
、
祖
父
と
二
人
き
り
で
過
　
，
　
　
「
グ
ル
ノ
ー
・
ブ
ル
は
私
に
と
つ
て
嫌
わ
し
い
胸
の
む
か
つ
く
よ
う
な
想
じ
出

し
た
夏
の
夜
の
こ
と
を
、
ア
ン
リ
．
ベ
ー
ル
は
愛
す
べ
き
描
写
と
し
て
我
々
に
　
　
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
危
険
は
な
い
が
怖
る
べ
き
嫌
悪
感
が
あ
る
…
…
。
」
ド

．
伝
え
て
い
る
。
星
が
比
人
の
頭
上
に
輝
き
始
め
る
。
梱
と
老
人
は
少
年
に
天
文
学
　
，
　
そ
・
れ
に
も
関
ら
ず
彼
は
ド
ー
ユ
イ
ネ
人
で
あ
つ
た
・
彼
は
こ
う
響
か
ね
ば
な

の
楯
を
し
、
科
学
や
詩
の
た
し
な
み
を
教
え
る
。
老
人
は
7
ン
リ
に
、
‘
「
人
間
　
　
　
ら
な
か
つ
た
の
だ
。
　
　
、
・
　
・
。
，

の
心
を
知
る
こ
と
」
を
屡
々
言
い
き
か
せ
た
の
で
あ
つ
た
。
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
h
ド
ー
フ
イ
ネ
人
は
反
省
を
し
、
自
分
の
心
と
語
る
。
」
と
・
　
　
－

　
母
の
死
以
来
、
ア
ン
リ
は
父
と
セ
ラ
フ
渚
叔
母
に
つ
れ
ら
れ
て
不
快
な
散
歩
　
，
　
併
じ
十
才
に
な
昏
と
ア
ン
リ
は
既
に
周
囲
の
人
達
を
判
断
す
惹
。
そ
し
て
彼



は
他
人
が
自
分
に
何
か
教
え
込
も
う
と
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
彼
の
父
も
、
　
　
な
り
、
一
七
八
〇
年
に
そ
の
第
一
版
が
で
た
。
伯
爵
の
息
子
が
一
七
八
六
か
ら

家
庭
教
師
も
、
敬
慶
な
、
そ
し
て
熱
心
な
王
党
で
、
ア
ン
リ
を
社
交
界
の
儀
礼
　
　
　
一
七
八
八
年
迄
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
駐
在
し
て
い
て
、
本
は
彼
か
ら
ベ
ー
ル
家
に

を
重
ん
じ
る
よ
う
に
教
育
し
よ
う
と
骨
折
る
。
後
に
過
激
的
に
な
り
、
無
神
論
　
　
、
も
た
ら
さ
れ
た
。
ア
ン
リ
・
ベ
イ
ル
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
、
セ
ル
ヴ
ア
ン
テ
ス

毛
に
な
る
か
も
し
れ
ぬ
ア
ン
リ
は
、
自
然
さ
が
か
け
る
も
の
と
し
て
社
会
的
儀
　
　
　
の
と
共
に
、
ア
リ
オ
ス
ト
の
伝
記
を
も
書
こ
う
と
さ
え
思
つ
て
い
た
。
「
新
エ
ロ

礼
に
は
や
は
り
反
抗
的
で
ψ
6
0
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ー
ズ
」
を
読
み
如
め
た
訳
は
、
専
ら
彼
の
母
が
生
前
こ
の
小
説
に
絶
対
的
な

　
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
反
省
的
だ
が
頑
迷
で
、
神
秘
的
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
学
　
　
愛
着
を
持
つ
て
い
た
か
ら
だ
つ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
ベ
ー
ル
少
年
は
サ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

校
で
遊
ぶ
と
き
も
同
年
輩
の
友
人
ら
と
交
力
ろ
う
と
せ
ず
、
自
分
の
み
に
満
足
　
　
　
プ
ル
ウ
の
慎
重
さ
が
自
分
に
オ
ネ
・
ト
ム
の
資
性
を
与
え
る
も
の
だ
と
思
い
、

し
孤
独
に
あ
り
な
が
ら
愛
情
を
求
め
、
そ
の
申
に
渇
し
切
つ
た
魂
を
浸
ら
せ
て
　
　
涙
を
流
し
て
こ
れ
を
読
み
、
貞
節
に
対
し
て
感
激
し
た
。
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」

い
る
彼
が
見
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
死
ぬ
程
の
笑
い
を
彼
に
与
え
た
。
母
の
死
以
後
、
貴
族
的
で
宗
教
的
な
厳
格

　
ア
ン
リ
・
ベ
ー
ル
は
最
も
明
晰
な
輩
固
な
幼
年
時
代
の
印
象
を
持
つ
人
の
ひ
　
　
　
な
教
育
の
う
ち
に
、
笑
い
を
忘
れ
て
し
ま
つ
た
少
年
ベ
ー
ル
に
と
つ
て
、
・
こ
の

と
り
で
あ
る
。
「
ブ
リ
ュ
ラ
ー
ル
」
に
見
ら
れ
る
一
生
は
少
年
ベ
ー
ル
の
多
く
　
　
本
の
与
え
た
効
果
は
想
像
す
る
に
余
り
あ
る
。
こ
の
本
の
発
見
と
、
こ
れ
を
シ

の
想
い
出
に
よ
つ
て
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
判
断
は
想
い
出
の
上
に
　
　
　
ナ
の
木
の
下
の
窪
地
で
坐
つ
て
読
ん
だ
こ
と
は
彼
の
生
涯
に
大
き
な
エ
ポ
ツ
ク

じ
か
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
だ
。
彼
の
父
や
、
セ
ラ
フ
ィ
叔
母
や
、
祖
父
、
　
　
　
を
劃
す
も
の
で
あ
つ
た
。
「
危
険
な
関
係
」
も
彼
の
愛
読
し
た
小
説
で
あ
つ
た
。
　
雛

亡
き
母
の
や
さ
し
い
幻
、
友
人
達
が
彼
に
た
え
ず
感
受
性
と
い
う
も
の
の
さ
ま
　
　
　
ラ
ク
ロ
は
事
実
砲
兵
部
隊
の
副
隊
長
と
し
て
、
一
七
六
九
年
か
ら
七
五
年
ま
で

ざ
ま
な
タ
イ
プ
や
規
準
を
与
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
年
間
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
滞
在
し
た
。
こ
の
市
の
想
い
出
は
小
説
の
中
に
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
ら
れ
て
い
た
。
ベ
ー
ル
少
年
は
ま
た
勉
強
し
て
い
る
ふ
り
を
し
て
屡
々
ア
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
彼
は
手
に
入
る
限
り
の
本
を
密
か
に
読
ん
だ
。
多
く
の
本
は
父
に
禁
じ
ら
れ
　
　
プ
レ
ヴ
ォ
の
小
説
を
読
ん
だ
り
し
た
。
こ
れ
ら
の
小
説
は
彼
を
し
て
、
今
ま
で

て
い
た
の
だ
。
祖
父
の
書
斉
か
ら
「
コ
ン
フ
ェ
シ
・
ン
」
を
盗
み
出
し
た
り
す
る
。
　
曖
昧
な
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
中
で
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
脱
し
、
正
確
な
イ
メ
ー

後
に
な
つ
て
漸
時
感
銘
の
薄
ら
ぐ
こ
の
ル
ソ
ー
も
、
発
見
当
時
は
素
晴
ら
し
い
　
　
　
ジ
を
見
せ
る
こ
と
に
役
立
つ
た
。

印
象
を
与
え
た
。
「
新
エ
ロ
イ
ー
ズ
」
に
熱
狂
し
た
彼
は
、
ジ
ュ
リ
ー
や
サ
ン
．
　
　
　
ヒ
ユ
ー
ム
と
ス
モ
レ
ッ
ト
の
英
国
史
は
、
そ
れ
ぞ
れ
彼
に
歴
史
小
説
の
夢

プ
ル
ウ
の
住
む
ス
イ
ス
の
風
景
に
憧
れ
る
。
既
に
「
ロ
ー
ラ
ン
の
歌
」
は
、
ア
　
’
を
抱
か
せ
た
。
ヒ
ュ
ー
ム
「
英
国
史
」
の
仏
訳
は
一
七
六
三
年
か
ら
六
六
年
ま

リ
オ
ス
ト
の
訳
詩
に
よ
り
彼
の
夢
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。
ブ
ラ
ダ
マ
ン
テ
　
　
　
で
の
間
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
出
版
社
か
ら
十
八
巻
に
な
つ
て
出
て
い
る
。
初

の
導
き
で
こ
の
上
な
く
熱
狂
的
な
恋
愛
を
想
像
し
て
み
て
は
快
が
つ
た
。
4
タ
　
　
　
め
の
十
二
巻
ま
で
は
プ
ロ
夫
人
の
訳
筆
に
な
り
、
あ
と
の
六
巻
は
ア
ベ
・
プ
レ

リ
ー
の
夜
を
彼
の
頭
に
再
現
さ
せ
る
チ
マ
ロ
ー
ザ
の
音
楽
は
、
同
じ
幻
想
を
ア
　
　
ヴ
ォ
の
手
に
よ
つ
て
訳
さ
れ
た
。
ベ
ー
ル
少
年
が
特
に
特
に
好
ん
だ
チ
ャ
ー
ル

リ
オ
ス
ト
の
申
に
も
見
出
す
。
ア
リ
オ
ス
ト
の
翻
訳
は
ト
レ
サ
ン
伯
爵
の
手
に
　
　
・
ス
一
世
の
話
は
こ
の
あ
と
の
方
の
巻
に
あ
つ
た
。
尚
お
ス
モ
レ
ッ
ト
の
「
英
国



史
大
全
」
は
J
・
B
・
タ
ル
ジ
ュ
に
よ
り
仏
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
い
だ
よ
L
と
、
ア
ン
リ
が
劇
場
か
ら
戻
つ
て
来
る
と
言
つ
た
も
の
だ
。

　
自
分
の
家
の
蔵
書
で
あ
き
足
ら
な
く
な
る
と
、
ベ
ー
ル
少
年
は
グ
ル
ノ
ー
ブ

ル
の
図
書
館
に
出
か
け
た
。
こ
の
図
書
館
の
最
初
の
起
り
は
一
七
七
二
年
に
、
　
　
　
革
命
の
嵐
は
ア
ン
リ
゜
ベ
ー
ル
の
身
辺
に
も
吹
い
て
い
た
。
反
革
命
主
義
者

ジ
ャ
ン
・
ド
．
コ
レ
と
い
う
人
の
蔵
書
を
購
入
す
る
こ
と
に
始
つ
た
。
彼
は
グ
　
　
　
の
ブ
ラ
ツ
ク
゜
リ
ス
ト
が
一
廿
九
三
年
四
月
二
十
六
日
・
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
で
書

ル
ノ
：
ブ
ル
の
司
教
と
い
う
地
位
に
あ
つ
た
人
で
あ
ゐ
。
当
時
グ
ル
ノ
！
プ
ル
　
　
　
か
れ
た
。
こ
れ
は
五
日
前
に
こ
の
街
に
着
い
た
二
人
の
委
員
の
手
に
な
つ
た
も

の
知
事
は
、
一
七
五
三
年
か
ら
九
〇
年
ま
で
在
任
し
た
マ
ル
シ
ウ
侯
、
ピ
ェ
ー
　
，
　
の
だ
つ
た
。
一
人
は
グ
ル
ノ
…
ブ
ル
生
れ
の
ア
ン
ド
レ
゜
ア
マ
ー
ル
と
い
う
弁

ル
．
エ
メ
と
い
う
人
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
蔵
書
の
購
入
に
は
ド
ク
ト
ル
．
ガ
ニ
　
　
護
士
で
、
既
に
国
民
議
会
か
ら
イ
ゼ
ー
ル
の
委
員
と
し
て
派
遺
さ
れ
る
前
に
・

。
ン
も
一
役
買
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
市
の
多
額
納
税
者
の
リ
ス
ト
を
作
つ
て
い
た
。
も
一
人
は
ジ
ヤ
ン
゜
フ
ラ

　
ベ
ー
ル
少
年
が
そ
こ
で
読
ん
だ
の
は
主
と
し
て
コ
ル
ネ
イ
ユ
と
モ
リ
エ
ー
ル
　
　
　
ン
ソ
ワ
゜
マ
リ
ー
°
メ
ル
リ
ノ
と
い
い
、
エ
ー
ヌ
の
委
員
で
あ
つ
た
・
こ
の
り

で
、
後
者
は
特
に
彼
を
し
て
劇
作
家
に
な
る
夢
を
起
さ
せ
た
。
彼
は
コ
ル
ネ
ィ
　
　
・
ス
ト
に
は
シ
エ
リ
ュ
バ
ン
゜
ベ
ー
ル
と
ラ
イ
ヤ
ヌ
師
の
名
も
載
つ
て
い
た
。
シ

ユ
を
ラ
シ
…
ヌ
よ
り
数
倍
も
偉
大
で
あ
る
と
思
つ
た
。
彼
は
ラ
シ
ー
ヌ
を
ひ
ど
　
　
　
エ
リ
ュ
バ
ン
は
一
七
九
三
年
五
月
か
ら
翌
年
七
月
二
十
四
日
迄
三
度
に
亘
り
拘

く
嫌
つ
た
。
そ
の
廷
人
ら
し
い
言
葉
づ
か
い
の
巧
み
さ
が
気
に
入
ら
な
か
つ
た
　
　
　
留
さ
れ
た
。
ガ
ニ
・
ン
医
師
の
名
は
こ
の
リ
ス
ト
に
は
載
つ
て
い
な
か
つ
た
。

の
だ
。
ラ
シ
ー
ヌ
の
主
人
公
た
ち
は
全
て
不
道
徳
で
、
そ
の
劇
的
葛
藤
は
血
な
ま
　
　
　
ラ
イ
ヤ
ヌ
師
は
前
年
九
二
年
の
十
二
月
に
ベ
ー
ル
家
に
入
つ
た
。
彼
の
前
に
　
2
5

ぐ
さ
い
と
決
め
て
か
＼
つ
て
い
た
。
彼
は
「
オ
ラ
ー
ス
」
を
最
も
愛
し
、
「
ル
．
　
　
ア
ン
リ
の
家
庭
教
師
だ
つ
た
の
は
ズ
ベ
ー
ル
氏
で
・
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
方
言
で

シ
ツ
ド
の
よ
・
つ
に
美
し
い
」
と
い
・
つ
表
現
を
屡
々
に
用
い
た
。
　
　
　
蔀
と
べ
ー
ル
少
年
が
称
し
た
く
ら
い
・
田
舎
出
の
街
学
者
で
あ
つ
た
・
ラ
テ

　
一
七
六
八
年
以
後
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
劇
場
は
サ
ン
・
タ
ン
ド
レ
広
場
の
隅
　
　
　
ン
語
の
活
用
を
実
に
乱
暴
に
教
え
た
の
で
少
年
に
は
彼
が
何
も
か
も
厭
な
奴
に

に
あ
つ
た
。
今
日
の
そ
れ
は
一
八
五
三
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
べ
1
　
　
　
思
わ
れ
た
。
そ
の
後
継
者
の
ラ
イ
ヤ
ヌ
師
は
言
葉
の
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
「
腹
黒

ル
少
年
は
叔
父
ロ
マ
ン
に
つ
れ
ら
れ
て
劇
場
に
行
つ
た
。
叔
父
ロ
マ
ン
・
ガ
ニ
　
　
　
い
奴
」
で
あ
つ
た
。
ア
ン
リ
に
は
彼
が
、
犯
罪
を
犯
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

。
ン
は
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
弁
護
士
で
、
若
々
し
く
、
父
ベ
ー
ル
の
い
か
め
し
さ
　
　
　
と
疑
わ
れ
る
位
表
情
の
固
い
、
凡
そ
オ
ネ
ー
ト
な
も
の
に
対
す
る
敵
の
よ
う
に

を
嘲
つ
て
い
る
人
で
、
社
交
界
で
シ
ェ
リ
ュ
バ
ン
が
ま
だ
支
払
済
み
に
な
つ
て
　
　
　
思
わ
れ
た
。
ラ
イ
ヤ
ヌ
師
は
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
村
落
の
生
れ
で
、
大
低
く
や
せ

い
な
い
美
し
い
服
を
着
て
い
た
の
に
出
会
い
非
常
に
驚
い
た
。
「
俺
は
忽
ち
雲
　
　
て
青
白
い
顔
を
し
て
お
り
、
時
々
偽
善
的
な
微
笑
を
浮
べ
た
眼
つ
き
を
し
た
。

が
く
れ
し
た
よ
。
」
と
こ
の
時
の
模
様
を
、
叔
父
ロ
マ
ン
は
笑
い
な
が
ら
少
年
　
　
　
父
ベ
イ
ル
は
明
ら
か
に
虚
栄
心
か
ら
彼
を
雇
つ
た
の
だ
つ
た
。
と
い
う
の
は
ラ

に
語
る
の
だ
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヤ
ヌ
師
が
以
前
大
臣
が
で
て
い
る
ペ
リ
エ
家
の
家
庭
教
師
を
し
て
い
た
か
ら

　
祖
父
ガ
ニ
ヨ
ン
は
文
学
に
対
す
る
愛
情
か
ら
、
少
年
が
劇
場
に
首
つ
た
け
な
　
　
　
だ
。
ペ
リ
エ
家
は
こ
の
地
方
き
つ
て
の
富
豪
で
、
「
ペ
リ
エ
殿
さ
ま
」
と
い
わ
れ

の
を
厳
し
く
反
対
す
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
か
つ
た
。
「
実
際
こ
の
子
は
気
狂
　
　
　
た
ク
ロ
ー
ド
・
ペ
リ
エ
は
、
大
．
臣
カ
ジ
ミ
ー
ル
の
父
で
あ
る
が
、
死
後
五
百
八
十



万
フ
ラ
ン
の
資
産
を
遺
し
た
。
ド
フ
イ
ネ
の
陸
軍
中
将
ツ
デ
イ
ギ
エ
ー
ル
が
そ
　
　
　
な
ん
て
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
」
と
ア
ン
リ
は
思
つ
た
。
　
　
　
，

・
の
昔
ヴ
ィ
ジ
ー
ユ
の
古
城
を
獲
得
し
、
一
穴
一
九
年
に
再
健
し
た
も
の
を
、
汐
　
、
　
少
年
は
夕
方
七
時
ご
ろ
（
一
月
二
十
一
日
）
父
の
書
斉
で
’
曳
と
，
一
つ
の
机
・
．

　
ロ
ー
ド
が
一
七
八
〇
年
に
買
い
と
つ
だ
。
一
七
八
八
年
七
月
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
　
9
・
を
隔
て
て
本
を
読
ん
で
い
た
勉
強
す
る
恰
好
を
し
て
実
は
ア
ベ
・
プ
レ
ヴ
身
の

派
遺
軍
の
た
め
に
ク
ロ
！
ド
は
こ
の
城
館
を
提
供
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
メ
モ
ワ
ー
ル
・
ダ
ン
．
ノ
ム
・
ド
．
カ
リ
テ
」
を
読
ん
で
い
た
。
室
は
道
路

　
　
シ
エ
耽
ユ
バ
ン
゜
ベ
ー
ル
が
属
し
て
い
た
グ
ル
ノ
！
ブ
ル
弁
護
士
会
の
幹
部
　
　
　
に
面
し
て
い
た
が
、
，
リ
ヨ
ン
か
ら
、
，
パ
リ
か
ら
到
着
す
る
車
の
音
で
揺
れ
動
い

　
に
申
央
か
ら
四
十
人
の
枢
桟
官
会
議
で
任
命
さ
れ
た
弁
護
士
た
ち
が
赴
任
し
た
。
　
　
た
。
「
怪
物
ど
も
が
何
を
し
た
か
見
て
こ
な
け
れ
ば
」
と
シ
ェ
リ
ュ
バ
ツ
は
立

彼
ら
ば
貴
族
と
納
税
の
上
で
の
特
権
を
有
し
、
懲
戒
裁
判
に
権
力
を
持
つ
て
い
　
，
　
ち
上
つ
た
。
「
裏
切
り
者
が
処
刑
レ
さ
れ
て
し
ま
え
ば
い
い
」
と
ツ
ツ
リ
は
考
え

　
た
。
父
ベ
ー
ル
は
献
筆
海
院
が
解
散
さ
れ
る
前
ま
で
に
、
渇
仰
の
的
で
あ
つ
た
　
　
　
て
い
た
。
こ
の
暗
彼
は
、
自
分
と
父
親
と
の
感
情
の
あ
ま
り
に
も
違
“
す
ぎ
る

ピ
の
地
位
を
得
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
つ
シ
ェ
リ
ュ
バ
ン
は
始
終
地
所
を
買
　
　
の
を
想
つ
た
。
少
年
は
い
つ
も
祖
父
の
家
の
前
の
グ
ル
ネ
ッ
ト
広
場
を
通
つ
て

つ
砦
売
つ
た
り
す
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
。
こ
の
上
な
く
抜
け
目
の
な
．
，
行
く
軍
隊
を
見
る
の
が
好
き
だ
つ
た
。
秘
密
文
豊
枚
で
兵
隊
の
首
を
切
る
こ

　
い
男
で
、
百
姓
た
ち
に
売
り
つ
け
た
り
彼
む
か
ら
買
つ
た
り
す
る
の
に
慣
れ
ふ
　
　
’
と
の
で
き
る
裏
切
者
の
命
く
ら
い
何
だ
、
と
彼
は
思
つ
た
。
、
ソ
ェ
リ
ュ
バ
ン
は

ア
蕾
の
言
葉
を
以
て
す
る
と
「
難
弩
の
押
ネ
人
」
で
あ
つ
た
。
　
　
帰
書
ま
吐
息
を
つ
い
て
「
お
終
い
だ
、
奴
ら
は
陛
下
を
殺
し
た
よ
」
也
呂
つ

　
　
ペ
リ
エ
家
の
こ
と
や
、
父
の
こ
と
を
考
え
る
と
ア
ン
玖
は
苦
々
し
く
思
つ
た
。
　
　
た
。
ア
ン
リ
は
生
れ
て
以
来
の
喜
び
を
感
じ
た
。
　
　
　
　
　
円
．
，
’
　
　
　
2
6

　
こ
の
性
格
は
祖
父
か
ら
受
け
た
も
の
で
あ
つ
た
。
祖
父
の
家
で
は
、
「
金
銭
に
　
　
　
　
「
恐
怖
時
代
」
は
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
で
は
大
し
て
「
恐
怖
時
代
峠
で
な
か
つ
た

　
つ
い
て
喋
つ
た
り
、
，
こ
の
金
属
の
こ
と
を
口
に
出
し
て
言
う
だ
け
で
も
下
劣
な
・
　
・
の
で
貴
族
達
は
配
下
を
派
遺
し
な
か
つ
た
。
し
か
し
「
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
ゼ
ジ
ヤ

　
こ
と
」
と
、
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
コ
ベ
ン
党
協
会
L
は
一
七
九
四
年
に
「
希
望
軍
」
の
名
を
以
つ
て
八
才
か
ら
十

　
　
こ
う
し
て
恐
ろ
し
い
ラ
イ
ヤ
ヌ
師
の
も
と
に
．
あ
る
と
き
、
九
三
年
の
一
月
に
　
　
八
才
ま
で
の
若
い
市
罠
を
訓
練
す
る
こ
と
を
決
議
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
祝
日

　
ル
イ
十
六
世
の
計
報
が
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
伝
わ
つ
た
。
こ
の
「
愉
快
な
出
来
事
」
　
　
の
際
警
察
の
役
割
を
も
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
γ
ン
リ
・
ベ
ー
ル
も
調
査
名
簿

　
は
べ
〃
ル
家
の
者
を
狼
狽
さ
せ
た
。
ブ
ル
ジ
．
ワ
階
級
に
属
し
な
が
ら
そ
れ
で
　
　
の
申
に
あ
つ
た
。
し
か
し
家
族
の
者
が
彼
を
し
て
こ
の
集
合
に
参
加
さ
せ
る
の

も
貴
族
社
会
の
端
く
れ
に
い
る
と
自
惚
れ
て
い
る
ベ
ー
ル
家
の
人
々
、
と
り
わ
　
　
を
免
れ
さ
せ
た
コ
ベ
ー
ル
少
年
は
行
進
す
る
青
年
部
隊
を
見
て
加
わ
り
た
く
て

　
け
零
落
貴
旋
を
以
つ
て
自
任
し
て
い
る
シ
エ
リ
混
バ
ン
・
ベ
ー
ル
は
、
凡
ゆ
る
．
　
な
ら
な
か
つ
た
。
彼
は
こ
れ
乙
そ
フ
ラ
ン
ス
か
ら
坊
主
臭
を
一
掃
す
る
唯
一
の

　
新
聞
を
貧
り
読
み
、
ま
る
で
親
友
や
肉
親
が
同
様
に
処
刑
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
　
　
　
も
の
だ
と
思
つ
た
。

　
が
あ
る
か
も
し
れ
ん
と
い
つ
た
風
に
王
の
裁
判
に
つ
い
て
は
特
に
関
心
を
寄
せ
　
・
　
ア
ン
ト
ワ
ヌ
・
ガ
ル
ド
ン
と
い
う
人
が
九
三
年
に
僧
職
を
放
棄
し
て
グ
ル
ノ

　
た
。
「
ま
さ
か
奴
ら
は
こ
ん
な
辱
ず
べ
き
判
決
を
執
行
し
や
す
ま
い
」
と
宜
告
　
　
ー
ブ
ル
の
共
和
制
．
主
義
者
組
織
の
中
で
重
き
を
な
す
地
位
に
っ
い
た
。
彼
は

　
の
報
せ
が
あ
つ
た
時
家
族
の
者
は
言
い
あ
つ
た
軌
「
彼
ら
が
判
決
を
放
棄
す
る
　
　
　
≒
希
望
軍
」
設
置
や
そ
の
司
令
に
つ
い
て
何
ら
あ
つ
か
つ
た
の
で
は
な
か
つ
＃



が
、
、
若
い
べ
L
ル
は
ガ
ル
ド
ン
神
父
の
恐
ろ
し
い
名
を
屡
々
耳
に
し
て
い
た
の
　
，
　
し
て
若
い
共
和
主
義
者
を
ひ
い
き
さ
す
て
と
に
な
つ
た
つ

で
こ
の
仔
細
を
知
ら
な
か
つ
た
。
ガ
ル
ド
ン
が
「
希
望
軍
」
を
指
揮
す
る
も
の
　
　
　
若
き
バ
ル
ナ
ー
ヴ
は
そ
の
家
族
と
共
に
サ
ン
．
ロ
ベ
！
ル
に
別
荘
を
持
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

と
思
つ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
い
た
。
サ
ン
ザ
ロ
ベ
ー
ル
は
ガ
ニ
胴
ツ
家
の
領
地
サ
ン
・
ヴ
ァ
ン
サ
ン
の
近
く

，
ア
ン
リ
゜
ベ
ー
ル
は
血
を
見
る
の
に
殊
に
恐
怖
を
示
し
た
。
革
命
に
よ
る
流
　
　
で
、
バ
ル
ナ
」
ヴ
は
九
ご
年
八
月
に
サ
ン
．
ロ
ベ
ー
ル
の
邸
で
逮
捕
さ
れ
た
。

血
事
件
を
初
め
て
見
た
の
は
少
し
前
に
グ
ル
ネ
ツ
ト
広
場
に
於
い
て
で
あ
つ
た
。
　
　
彼
は
翌
九
三
年
処
刑
さ
れ
た
。
．
　
　
ド

ア
レ
ク
シ
・
ジ
ェ
イ
と
い
う
三
十
に
な
る
帽
子
製
造
工
が
八
九
年
の
六
月
十
一
，
　
　
セ
ラ
フ
イ
叔
母
は
隣
人
の
バ
ル
ナ
ー
ヴ
を
嫌
つ
て
い
た
の
で
彼
の
死
に
喝
采
．

目
に
銃
剣
で
突
き
殺
さ
れ
る
の
を
見
た
。
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
そ
し
て
サ
ン
・
ロ
ベ
ー
ル
を
通
る
度
に
「
あ
～
こ
れ
が
バ
ル
ナ
ー
ヴ
の

　
彼
を
殺
し
た
部
隊
の
下
士
宮
の
一
人
に
後
に
ス
ウ
エ
上
7
．
ン
王
に
な
る
ベ
ル
　
　
家
だ
ね
」
と
言
つ
て
そ
の
家
を
狂
信
者
の
よ
う
に
扱
つ
た
。

ナ
ド
ッ
テ
が
居
た
。
当
時
は
王
国
海
軍
部
隊
の
曹
長
で
あ
り
、
一
七
八
四
年
以
　
　
　
　
ア
ン
リ
が
エ
シ
ェ
ル
の
叔
父
ロ
マ
ン
の
家
で
過
し
て
い
た
と
き
彼
は
そ
こ
で

来
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
駐
屯
し
て
い
た
。
彼
は
リ
ゼ
ー
街
の
角
で
傷
つ
き
、
そ
の
　
　
評
リ
ヨ
ン
か
ら
逃
亡
し
て
来
た
美
し
い
リ
ヨ
ン
女
を
見
た
の
で
恐
怖
政
治
億
そ
の

時
そ
の
道
を
通
り
か
か
つ
た
か
つ
ら
商
人
の
ル
フ
エ
ー
ブ
ル
が
喘
い
で
い
る
べ
　
，
　
時
既
に
始
つ
て
い
た
の
だ
と
思
つ
た
が
こ
れ
は
誤
り
で
、
リ
ヨ
ン
で
恐
怖
時
代

ル
ナ
ド
ッ
テ
将
軍
の
命
を
救
つ
た
。
シ
ェ
リ
ュ
バ
ン
の
友
入
で
あ
る
ル
フ
ェ
ー
　
　
　
が
始
つ
た
の
は
一
七
九
三
年
十
月
に
共
和
国
軍
隊
が
そ
こ
に
侵
入
し
た
と
き
か

ブ
ル
は
以
来
そ
の
こ
と
を
得
意
げ
に
屡
々
語
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
．
　
ら
で
あ
つ
た
。
ソ
ン
リ
の
い
う
リ
貿
ン
女
慮
ユ
シ
ェ
嬢
と
い
い
、
た
だ
母
ど
恋
　
゜
留

．
そ
の
頃
祖
父
ガ
ニ
ヨ
ン
の
家
に
羅
紗
商
人
の
子
で
叢
に
な
つ
た
ジ
・
セ
　
人
を
伴
つ
て
リ
ヨ
ン
轄
エ
シ
エ
ル
粟
た
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
ジ
．
セ
ツ
．

フ
鴇
ム
ド
ニ
エ
と
い
う
男
が
出
入
り
し
た
。
彼
は
革
命
時
代
に
は
エ
ミ
グ
レ
ー
　
　
　
ド
メ
し
ス
ト
ル
の
ゴ
手
帳
L
に
［
リ
ョ
ン
の
コ
シ
ェ
嬢
が
、
エ
ジ
山
ル
か
ら
予

で
あ
つ
だ
が
・
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
に
戻
つ
て
執
政
宮
ボ
ナ
パ
ル
ト
に
加
担
し
レ
　
　
の
家
で
夕
食
を
と
る
た
め
ガ
ニ
ョ
ツ
氏
を
伴
つ
て
来
駕
」
と
あ
る
。
　
、

ン
ヌ
の
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
，
彼
の
長
女
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ヌ
と
い
い
ア
ン
　
　
　
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
失
脚
の
報
世
が
グ
ル
ノ
」
ブ
ル
に
着
い
た
の
は
戸
シ
エ
リ

リ
・
ベ
ー
ル
と
同
年
で
あ
つ
た
が
後
に
彼
の
青
年
時
代
の
最
も
大
き
な
恋
の
　
　
ー
ス
バ
ン
、
ベ
ー
ル
が
放
免
に
な
る
十
五
日
前
で
あ
゜
つ
た
。
「
農
葉
経
営
者
ハ
家

一
つ
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
息
子
エ
ド
ワ
レ
ル
は
平
凡
な
男
だ
が
小
賢
し
く
、
　
　
　
庭
二
復
帰
サ
ス
ベ
シ
」
°
と
の
布
告
が
あ
つ
た
為
で
あ
る
。
父
ベ
ィ
ル
が
獄
舎
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

カ
ジ
ミ
ー
ル
゜
ペ
リ
エ
大
臣
の
よ
ジ
り
に
真
の
ド
フ
ィ
ネ
人
の
典
型
で
あ
つ
た
。
　
　
　
活
を
し
た
の
は
約
十
六
力
丹
に
過
き
な
か
つ
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
言
つ
て
い

祖
釜
重
ン
嬢
労
働
を
愛
す
る
全
て
の
若
者
に
や
さ
し
か
つ
た
か
ら
当
時
　
る
三
＋
二
ヵ
月
」
と
い
う
の
は
そ
れ
故
執
行
猶
予
の
期
間
を
差
引
か
ね
ば
な

ま
だ
若
か
つ
た
ム
ー
ニ
エ
氏
に
親
切
で
よ
く
本
を
貸
し
て
や
つ
た
り
し
た
。
べ
　
　
ら
な
い
。

”
麓
篇
絞
馨
一
．
軽
鑑
羅
錨
難
糠
縫
繰
騨
轟
醗
薄
慧

明
し
て
い
る
。
青
年
の
労
働
に
対
す
る
ド
ク
ト
ル
・
ガ
ニ
ヨ
ン
の
愛
情
は
彼
を
　
　
国
防
衛
者
L
な
ど
が
あ
り
、
祖
父
が
風
邪
で
も
引
く
と
、
ア
ン
リ
が
そ
の
読
み



手
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
デ
ッ
サ
ン
、
シ
ャ
ル
ヴ
ェ
が
歴
史
、
テ
ユ
ピ
ュ
イ
が
数
学
の
教
授
で
あ
つ
た
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ヤ
ン
・
ガ
ス
パ
ー
ル
・
デ
ュ
ボ
ワ
は
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
人
で
あ
つ
た
。
パ

ア
ン
リ
・
ベ
ル
が
＋
四
才
に
な
つ
た
と
き
、
グ
ル
で
ブ
ル
に
エ
コ
↓
、
　
リ
に
出
て
文
名
を
挙
げ
た
と
き
フ
・
ン
タ
ネ
ル
の
名
を
称
し
た
・
彼
は
戴
櫛

サ
ン
ト
ラ
ル
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
七
六
三
年
に
耶
蘇
会
の
学
校
に
替
え
　
　
綻
蹴
嫁
替
そ
の
一
七
七
〇
年
の
創
刊
か
ら
七
六
年
六
月
ま
で
編
集
発
行
し
だ
。

ら
れ
て
い
た
古
い
学
校
の
中
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
今
日
は
女
学
校
と
な
つ
　
　
　
一
七
六
七
年
に
彼
は
「
オ
ー
ヴ
イ
ッ
ド
の
翻
訳
と
エ
リ
シ
イ
或
は
ラ
・
ヴ
ェ
ス

て
い
る
。
エ
コ
ー
ル
・
サ
ン
ト
ラ
ル
当
時
各
県
に
開
設
さ
れ
、
幹
部
に
は
県
か
　
　
　
タ
ル
」
と
い
う
悲
劇
を
書
き
、
後
者
は
同
じ
年
に
コ
メ
デ
ィ
ゴ
゜
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ

ら
任
命
さ
れ
た
委
員
会
が
あ
た
り
、
そ
れ
は
三
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
　
　
で
上
演
さ
れ
た
が
や
が
て
禁
止
に
な
つ
た
。
宗
教
上
の
宜
誓
に
つ
い
て
の
問
題

ド
ク
ト
ル
・
ガ
ニ
ヨ
ン
も
一
七
九
五
年
、
委
員
の
ひ
と
り
に
な
つ
た
。
グ
ル
ノ
　
　
を
扱
つ
て
い
た
為
で
あ
つ
た
゜
同
じ
悲
劇
「
メ
ラ
ニ
ィ
或
は
修
道
女
」
も
ラ
・

ー
ブ
ル
で
は
そ
の
開
校
式
が
九
六
年
八
月
二
十
一
日
に
あ
り
、
ド
ク
ト
ル
．
ガ
　
　
ア
ル
プ
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
印
刷
を
禁
じ
た
。
彼
は
パ
リ
に
出
て
、
も
の

ニ
ヨ
ン
は
演
説
に
こ
う
述
べ
た
、
「
科
学
は
思
想
を
増
大
し
、
文
学
は
そ
れ
を
　
　
・
を
か
く
と
い
う
条
件
で
百
ル
イ
の
年
金
に
あ
り
つ
い
て
も
、
（
こ
れ
は
一
八
〇

人
生
の
魅
惑
た
る
も
の
と
為
す
云
々
。
」
彼
は
学
校
行
政
刷
新
の
際
、
九
八
年
　
　
　
五
年
の
ウ
ィ
ン
に
於
け
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
同
じ
で
あ
つ
た
。
）
彼
は
「
美
」

六
月
に
免
職
に
な
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
追
究
、
即
ち
自
然
を
模
倣
す
る
の
で
な
く
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
を
模
倣
し
た
の
で

　
第
一
年
目
の
講
座
は
九
六
年
十
一
月
か
ら
翌
九
七
年
九
月
の
半
ば
ま
で
続
い
　
　
あ
ろ
う
と
ス
タ
ン
ダ
：
ル
は
言
つ
て
い
る
・
フ
ォ
ン
タ
ネ
ル
は
べ
ー
ル
少
年
に
　
　
鴻

た
。
ア
ン
リ
が
こ
の
学
校
に
居
た
の
は
九
六
年
の
開
校
か
ら
九
九
年
ま
で
ま
る
　
　
　
ギ
ボ
ン
の
「
羅
馬
帝
国
衰
亡
史
」
の
第
一
巻
を
貸
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
一
七

三
年
間
で
あ
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
年
か
ら
六
巻
に
な
つ
て
連
続
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ン
リ
は
彼
が

　
こ
の
頃
叔
母
セ
ラ
フ
ィ
が
死
ん
だ
。
九
七
年
一
月
で
三
十
六
才
で
、
あ
つ
た
。
　
　
こ
の
本
の
題
名
を
発
音
す
る
の
に
、
「
テ
゜
イ
ス
ト
リ
i
°
オ
ブ
゜
テ
゜
フ
ォ

ア
ン
リ
は
こ
の
時
膝
ま
つ
い
て
天
に
感
謝
し
た
。
彼
は
一
八
三
五
年
に
な
つ
て
、
　
　
ー
ル
」
と
言
う
の
が
、
如
何
に
も
可
笑
し
く
思
わ
れ
た
。
フ
オ
ン
タ
ネ
ル
は
英

「
も
し
パ
リ
の
人
々
が
一
八
三
五
年
と
同
様
一
八
八
〇
年
に
も
愚
か
で
あ
れ
ば
、
　
　
語
を
独
学
で
や
つ
た
の
だ
つ
た
。
そ
れ
は
彼
が
貧
乏
だ
つ
た
こ
と
に
も
原
因
す

私
が
母
の
妹
の
死
を
こ
う
思
つ
て
い
た
こ
と
で
私
に
野
蛮
だ
と
が
残
忍
だ
と
が
　
　
　
る
け
れ
ど
も
辞
書
の
仕
業
な
の
だ
と
ア
ン
リ
は
思
つ
た
。
祖
父
ガ
ニ
ヨ
ン
も
彼

非
難
す
る
だ
ろ
う
。
」
と
書
い
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
好
ま
な
か
つ
た
彼
を
全
く
虚
栄
心
の
強
い
男
で
、
文
学
者
と
し
て
祖
父
ガ
ニ

　
エ
コ
ー
ル
・
サ
ン
ト
ラ
ル
の
教
授
連
は
、
ま
つ
ラ
テ
ン
語
が
デ
．
ラ
ン
で
あ
　
　
　
ヨ
ン
は
、
こ
の
男
に
悲
劇
を
書
い
た
と
い
う
だ
け
で
…
横
柄
に
ざ
れ
る
の
が
我
慢

つ
た
．
「
ど
ヴ
し
て
彼
の
講
義
を
聴
き
に
エ
コ
ー
ル
・
サ
ン
ト
ラ
ル
に
行
か
な
　
　
で
き
な
か
つ
た
の
だ
。

い
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
。
セ
ラ
フ
ィ
叔
母
が
生
き
て
い
た
ら
、
彼
女
だ
つ
て
　
　
　
こ
う
し
た
師
の
間
に
、
あ
つ
て
彼
の
勉
強
ぶ
り
は
し
か
し
卦
ひ
め
で
あ
つ
た
。

そ
の
わ
け
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
」
ガ
ッ
テ
ル
は
文
法
と
論
理
学
を
教
え
る
。
デ
ュ
　
　
彼
の
生
活
は
こ
こ
か
ら
新
し
い
方
向
を
と
る
。
彼
は
こ
こ
で
自
分
を
理
解
し
て

ボ
ワ
・
フ
オ
ン
タ
、
不
ル
は
文
学
の
教
授
で
あ
つ
た
。
ト
ル
セ
は
化
学
、
ジ
ェ
イ
　
　
く
れ
る
友
や
、
敵
意
を
も
つ
友
を
見
出
し
た
。



　
親
し
い
友
の
う
ち
、
特
に
ル
イ
・
ク
ロ
ゼ
と
は
ラ
・
フ
ォ
ン
一
7
．
ー
ヌ
や
コ
ル
　
　
　
し
た
。
そ
れ
は
彼
が
こ
の
学
問
に
夢
申
に
な
る
こ
と
に
よ
り
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
を

ネ
ー
ユ
或
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
に
関
す
る
文
学
的
雑
録
を
集
め
た
「
カ
ラ
ク
テ
　
　
去
る
方
法
を
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
つ
た
。

ー
ル
」
と
い
う
小
冊
子
を
書
き
、
一
緒
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
や
セ
イ
を
読
ん
だ

り
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
は
亦
少
し
ば
か
り
自
由
は
享
楽
し
た
。
彼
は
劇
場
で
可
愛
ら
し
い
歌
手
を

　
敵
意
を
持
つ
仲
間
に
対
し
ア
ン
リ
・
ベ
イ
ル
は
ひ
ど
く
憎
ん
だ
。
判
つ
て
い
　
　
　
見
識
つ
た
が
勿
論
彼
は
声
を
か
け
る
こ
と
で
き
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
キ
ュ
ブ
リ

る
は
ん
い
で
は
彼
は
生
涯
に
四
度
決
斗
を
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
嬢
と
い
う
女
優
で
あ
つ
た
。
本
名
を
マ
リ
イ
・
ガ
ブ
ゾ
エ
ル
・
ラ
モ
ン
と
い

　
一
、
モ
オ
リ
ス
・
オ
ド
リ
ュ
と
一
七
九
七
年
頃
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
で
最
初
の
う
ち
は
本
名
で
舞
台
に
出
て
居
た
。
ア
ン
リ
が
彼

　
二
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
プ
チ
ィ
エ
と
一
八
〇
〇
年
、
ミ
ラ
ノ
で
サ
ー
ベ
ル
　
　
女
を
見
た
時
は
彼
女
は
既
に
ス
イ
ス
人
の
俳
優
メ
ル
シ
オ
ル
・
キ
ュ
ブ
リ
イ
と

を
武
器
と
し
て
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
は
足
に
負
傷
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
婚
し
て
い
た
。
ア
ン
リ
が
彼
女
の
唄
を
聴
い
た
の
は
一
七
九
七
年
十
一
月
か

　
三
、
侍
従
長
ミ
ュ
ン
ヒ
ハ
ウ
ゼ
ン
と
一
八
〇
七
年
ブ
ラ
ン
シ
ュ
ヴ
ィ
ツ
ク
で
。
　
　
ら
翌
年
四
月
の
間
で
、
こ
の
劇
場
に
彼
は
漸
時
し
ば
ー
出
か
け
て
行
く
よ
う

　
四
、
司
令
官
ラ
ン
ド
ル
と
一
八
〇
九
年
ウ
ィ
ー
ン
で
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
り
、
い
つ
も
平
土
間
で
つ
つ
立
つ
て
見
て
い
る
彼
の
姿
を
人
々
は
見
か
け

　
右
の
う
ち
第
二
の
も
の
を
除
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
決
斗
は
決
斗
場
所
に
来
る
　
　
る
の
で
あ
つ
た
。
彼
女
は
丈
高
く
す
ら
り
と
し
て
美
し
い
風
貌
を
持
ち
、
顔
は

ま
で
に
調
停
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
面
目
だ
が
時
々
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
が
あ
つ
た
。
フ
ロ
リ
ア
ン
の
　
　
2
9

　
エ
コ
ー
ル
に
在
学
中
、
オ
ド
リ
ュ
と
い
う
ヴ
ェ
ル
ス
ウ
出
身
の
成
績
の
良
い
、
　
　
「
ク
ロ
デ
ー
ヌ
」
を
演
る
と
ひ
と
き
わ
冴
え
て
い
る
と
ア
ン
リ
は
思
つ
た
。
プ

ア
ン
リ
よ
り
一
つ
年
上
の
少
年
が
居
た
が
、
彼
は
オ
ド
リ
ュ
の
態
度
が
田
舎
じ
　
　
　
ロ
リ
ア
ン
の
原
作
は
小
説
で
、
こ
れ
は
ビ
ゴ
オ
・
ル
ブ
ラ
ン
が
三
幕
物
に
脚
色

み
て
い
る
と
思
い
、
互
い
に
反
感
を
持
つ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ふ
と
し
た
口
論
か
　
　
　
し
た
も
の
で
あ
つ
だ
。
彼
女
は
ま
た
、
ア
リ
ア
を
含
み
、
マ
ル
ソ
リ
エ
の
台
詞
、

ら
決
斗
に
な
つ
た
。
成
績
の
よ
い
オ
ド
リ
ュ
は
、
ア
ン
リ
の
言
う
程
実
際
に
は
　
　
ガ
ヴ
ォ
の
音
楽
に
な
る
一
幕
の
田
舎
芝
居
「
無
効
契
約
」
の
申
で
貧
し
い
弱
い

田
舎
者
で
は
な
か
つ
た
。
体
格
の
よ
い
オ
ド
リ
ュ
に
な
ぐ
ら
れ
そ
う
な
の
に
ア
　
　
．
声
で
唄
つ
た
。

ン
リ
は
び
く
く
し
て
い
た
。
併
し
夕
闇
が
迫
り
決
斗
は
中
止
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
し
か
し
こ
れ
が
ア
ン
リ
・
ベ
イ
ル
の
音
楽
へ
の
愛
情
の
始
ま
り
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
彼
の
情
熱
で
も
最
も
強
い
も
の
で
、
金
は
か
か
る
が
そ
れ
で
も
五
十
ニ

　
ア
ン
リ
は
勤
勉
な
学
生
た
ち
の
間
に
ま
じ
つ
て
勉
強
に
い
そ
し
ん
だ
。
彼
は
　
　
　
年
も
続
き
い
つ
も
生
き
ー
し
た
情
熱
で
あ
つ
た
。

ゴ
ン
デ
ィ
ア
ッ
ク
派
の
論
理
学
や
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
の
名
が
出
て
く
る
講
義
　
　
　
　
べ
；
ル
少
年
は
ま
た
キ
ュ
プ
リ
ィ
嬢
が
グ
レ
ト
つ
イ
の
「
野
暮
な
試
練
」
を

に
特
に
熱
中
し
た
。
一
七
九
八
年
九
月
、
彼
は
文
学
に
一
等
を
獲
得
し
、
友
人
や
　
　
演
じ
る
の
も
見
た
。
当
時
グ
レ
ト
リ
イ
は
フ
ラ
ン
ス
に
流
行
し
、
彼
の
為
に
マ
ー

教
授
ら
の
注
意
を
引
い
た
。
同
じ
年
に
既
に
彼
は
数
学
の
賞
を
抽
せ
ん
す
る
筈
　
　
　
ル
モ
ン
テ
ル
が
オ
ペ
ラ
の
台
本
を
書
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・

で
あ
る
十
五
人
の
生
徒
の
中
に
入
つ
て
い
た
。
こ
う
し
て
彼
は
数
学
に
も
没
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
－



　
ア
ン
リ
は
エ
コ
ー
ル
・
サ
ン
ト
ラ
ル
で
勉
強
を
続
け
て
い
た
が
、
九
九
年
九
　
　
　
あ
つ
た
。
ア
ン
ゾ
・
ベ
イ
ル
が
巴
里
に
着
い
た
と
き
、
そ
の
長
子
ピ
エ
ー
ル
は

月
に
数
学
上
級
で
一
等
賞
を
か
ち
え
、
益
々
数
学
へ
の
愛
好
心
を
深
め
た
。
数
　
　
軍
に
居
い
で
ス
イ
ス
に
駐
屯
し
て
い
た
。
ノ
エ
ル
・
ダ
リ
ュ
は
最
近
リ
ー
ユ
街

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

学
の
精
神
は
曖
昧
な
も
の
は
全
て
虚
偽
と
し
た
。
彼
は
ヱ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
　
　
・
に
十
八
世
紀
の
些
や
か
な
館
を
得
た
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
ビ
シ
ー
侯
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

ニ
ッ
ク
の
受
験
の
為
霧
月
十
九
日
パ
リ
に
上
る
。
パ
リ
で
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
通
　
　
　
の
古
い
館
で
コ
ン
ド
ル
セ
が
所
有
し
て
い
た
の
を
ノ
ェ
ル
・
ダ
リ
ュ
が
買
い
と

り
と
グ
ル
ネ
ル
街
の
角
に
あ
る
ホ
テ
ル
に
投
宿
し
た
。
彼
の
為
に
こ
の
宿
の
一
　
　
つ
た
・
コ
ン
ド
ル
セ
は
ヴ
ァ
ラ
ン
ヌ
で
王
が
逮
捕
さ
れ
て
以
後
リ
ー
ユ
街
に
居

室
を
と
つ
て
お
い
て
く
れ
た
の
は
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
゜
エ
コ
ー
ル
・
サ
ン
ト
ラ
ル
　
　
た
の
で
あ
つ
た
。
　
」

・
の
旧
友
た
ち
で
あ
つ
た
こ
と
は
容
易
に
う
な
づ
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
リ
ュ
家
で
ア
ン
リ
は
世
聞
を
知
る
こ
と
を
学
び
始
め
る
。
家
の
中
で
は
不

　
パ
リ
で
ア
ン
リ
が
第
一
に
心
が
け
た
の
は
試
験
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
で
あ
　
　
　
器
用
で
臆
病
で
、
だ
ま
り
や
で
あ
つ
た
が
、
か
な
り
暇
で
退
屈
な
生
活
を
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

づ
た
。
エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
グ
ニ
ッ
ク
は
多
分
彼
の
眼
に
最
も
現
実
的
な
魅
力
と
　
、
新
し
い
モ
リ
エ
ー
ル
た
ら
ん
と
戯
作
を
試
み
た
。
．

し
で
う
つ
つ
た
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
彼
が
小
説
を
書
く
と
き
、
そ
の
主
人
公
ら
　
　
　
従
兄
ピ
エ
ー
ル
・
ダ
リ
ュ
が
彼
を
陸
軍
省
に
勤
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
そ
こ
へ

が
ど
ん
な
に
幼
級
静
掛
魅
力
を
欲
し
て
い
た
が
判
る
の
だ
・
彼
の
つ
も
り
で
は
・
　
　
連
れ
て
行
つ
た
コ
常
備
軍
司
令
官
が
ロ
ム
バ
ル
デ
ィ
侵
入
を
決
定
し
た
と
き
ピ
・

本
を
書
い
て
自
由
に
生
活
し
よ
う
と
し
た
。
彼
は
そ
れ
か
ら
下
宿
を
サ
ン
・
ド
．
　
エ
ー
ル
は
ア
ン
リ
を
誘
つ
て
従
軍
の
為
パ
リ
を
出
発
し
た
。
一
八
〇
〇
年
五
月

ミ
ニ
ッ
ク
街
と
グ
ル
ネ
ル
街
の
間
に
あ
る
、
エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
　
　
　
冶
日
で
あ
つ
た
。
旭
日
の
如
き
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
名
が
響
い
て
い
た
。
ジ
ュ
ネ
ー
　
　
孤
、

学
生
の
居
る
下
宿
に
替
え
る
。
こ
こ
に
屡
々
グ
ル
ノ
ー
プ
ル
時
代
の
先
輩
で
あ
　
ー
　
ヴ
で
ア
ン
リ
は
ル
ソ
ー
の
生
家
を
訪
ね
た
。
サ
ン
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
を
通
つ
て
バ
　
　
　
匿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ト
リ
モ
ニ
ず
セ
し
ク
ト

リ
》
ア
ン
リ
の
友
人
と
し
て
名
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
シ
ナ
ー
ル
、
ア
リ
ベ
…
ル
、
　
　
：
ル
城
塞
の
砲
火
を
見
た
。
ノ
ヴ
四
・
ラ
で
チ
マ
ロ
ー
．
ザ
の
「
秘
密
結
婚
」
を
見
．

ク
ロ
ゼ
が
現
わ
れ
る
。
　
　
　
　
「
・
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
て
ア
ン
リ
は
甦
え
つ
た
。
「
私
の
生
活
は
一
新
さ
れ
パ
リ
で
の
私
の
失
意
は
地

　
だ
が
山
と
い
”
り
も
の
を
持
た
ぬ
パ
リ
は
ア
ン
リ
・
ベ
イ
ル
を
欺
い
た
。
彼
は
　
　
　
に
没
し
寵
。
私
は
こ
れ
ら
幸
福
が
ど
こ
に
あ
る
か
見
極
め
た
い
口
・
…
．
イ
タ
リ
一

訂
分
が
弧
独
に
な
つ
虎
と
思
つ
た
。
屋
襖
部
屋
の
汚
れ
、
ひ
と
り
食
事
す
る
も
　
　
　
に
住
み
、
音
楽
を
聴
く
こ
と
が
私
の
想
像
力
の
基
盤
と
な
つ
た
。
」

の
憂
さ
、
泥
だ
ら
け
の
道
路
、
冷
や
か
な
人
々
の
態
度
、
こ
う
し
た
凡
ゆ
る
も

の
が
彼
を
不
快
に
し
、
不
安
に
ざ
せ
た
。
彼
は
訂
問
す
る
、
「
パ
リ
が
俺
を
気
゜
．

に
入
ら
ぬ
と
言
つ
た
ら
、
俺
は
何
を
愛
し
た
ら
い
い
の
か
。
」
こ
う
し
て
ア
ン

づ
は
幸
あ
る
愛
の
夢
を
ひ
た
す
ら
望
む
。
併
し
安
易
な
恋
愛
は
彼
に
は
お
ぞ
ま

し
か
っ
た
。
彼
は
遂
に
病
い
に
倒
れ
る
。
そ
の
時
ガ
ニ
ヨ
ン
家
の
親
戚
み
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ル
・
ダ
リ
ュ
が
訪
れ
、
自
宅
に
引
き
゜
と
る
。
ア
ン
リ
は
や
つ
と
ダ
リ
ュ
の
邸
で

健
康
を
と
り
戻
し
た
。
ノ
エ
ル
・
ダ
リ
ュ
は
ド
ク
ト
ル
・
ガ
ニ
卯
ン
の
従
弟
で


